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４ 次 第

（１）あいさつ

① 土屋 正忠 総務大臣政務官

② 道 勇 貝塚市長

（２）総務省からの説明

① 頑張る地方応援プログラムについて

② 地方行財税制上の諸課題等について

（３）意見交換



５ 要 旨 〔主な意見〕

（１）市町村長

・ 病院経営に大変困っている。医師確保の問題、あるいは病院の経営の問題に対して、

特段の御配慮を賜りたい。

・ 産学官連携の推進のため、放射線、医療技術の産業の活性化についても援助をお願

いしたい。

・ 企業誘致のためにいろいろな施策を講じて誘致に成功したが、かえって地方交付税

が減らされるなど財政運営が厳しくなったのでよろしくお願いしたい。

・ 優良企業に逃げられてからでは遅いから、逃げないような施策が要る。やはり、企

業とは、いい意味で連携をすべきと思う。

・ インターネット公売が非常に成果を上げてきていて、差し押さえをした段階では、

大きな苦情が来るが、売り払って、税や国保料の滞納分に充当することで、喜ばれて

いる部分もある。思いがけない高額で処理をできることもあり、結果としてはよかっ

たのではないかと考えている。

・ 年をとったら運動するということを、大阪府の府民運動よりも日本の国民運動にし

たいということで、今、一生懸命施策を行いつつある。

・ 今回の頑張る地方応援プログラムには、地域の安心・安全プログラムと、義務教育

の９年間は継続的、計画的に不登校やいじめ等をなくすような元気な教育を推進する

という元気教育プログラムの二つを申請させていただきたい。

・ 思い切った行財政改革の推進ということを大きな柱として行政運営を行ってきたが、

このような行革に対する頑張りも、ぜひとも評価をしていただきたい。

・ 構造的に人口減少の要因を持っているところに対して、「人口が減少した」、イコー

ル「頑張ってない」ととらえられて、交付税に反映されるとすれば残念である。

・ 企業の誘致も困難な状況であり、もともと財政基盤が脆弱であるので、今回の交付

税の見直しについては、財源調整と財源保障の両面を兼ね備えたすばらしい改革をし

ていただきたい。

・ できてしまった町を、新たに作り替えるとなると、財力も労力も要るので、国交省

の協力もいただきながら、過密住宅地域の解消ということで頑張っている。

（２）総務省

・ 条件不利地域、とりわけ山村地域では、ともかく人口が減るスピードを緩やかにしてい

るだけで精一杯で、数値には出ないところはどうするのかと指摘されるが、そのようなこ

とに対しては「頑張る地方」ではなくて、「踏ん張る地方応援プログラム」ということを

立てなければという議論をしている。

・ 増収分を交付税で返してほしいということについて、既に企業立地が決まっている



ものはどうするのかという課題については、来年度に向けてこれから設計していくの

で、事務方を通じて、具体的な財政需要などを教えていただきたい。

・ 病院の経営形態の変更やネットワーク化等について、どのような応援をするかはこ

れから詰めていくので、出来るだけ早く具体の要望を事務方に伝えていただきたい。

・ それぞれ悩みが大小あるが、みんな、可能性が高くてエネルギーを持っているとい

う感じを強く思った。


